


























要約:幼児 97人を対象として性格行動特徴と心身症様症状の関連性の検討を行った。対象

の年齢は、4 歳 9 人、 5 歳 40 人、 6 歳 48 人で、性別では、男児 51 人、女児 46 人であ

る。調査は、幼児・児童性格診断検査と心身症症状からなる調査用紙を用いて行った。調

査用紙の記入は母親に依頼した。全体の性格・行動傾向をみると、「顕示性がい強い」、「自

制力がない」、「依存的」、「退行的」、 「攻撃・衝動的」の 5つにおいて、注意が必要とさ

れる幼児が多いという結果であつた。心身症様症状との関連では、『顕示性が強い』、『神

経質』、『自制力がない』、『依存的』、『退行的』、『攻撃・衝動性が強い』の 6種類の性格・

行動特性と特定の心身症症状との間に、統計学的に有意な関連性を認めた。今回の結果は、

ある種の性格・行動特性といくつかの心身症あるいは症状との間に関係があることを示し

ているものと思われた。今後、関連性の内容を検討することで、予防・対策に有用な検討

を行っていくことができると思われた。


